
「文芸よしみ 第１０号記念」応募用紙 

短歌・俳句・川柳 の部 

応募部門に○をつけてください。裏面に要項がございますので、ご確認ください。 

 

作品の中で言葉をひとつ選んでください。又は、テーマをご記入ください。 

空欄の場合は、文芸よしみ編集委員会が作者の意図を尊重し選定します。 
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「文芸よしみ 第１０号記念」応募様式 
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※応募作品は、創作で未発表のものに限ります。 

※応募作品は返却しませんので、必要な場合は写しをとってください。 

※作品の表現上、漢字にふりがなが必要な場合は、漢字の右側に明記してください。

また漢字は楷書ではっきりと書いてください。 

※随筆で他の著作から引用する場合には、出典文献の（書名・著者名・出版社名） 

を必ず明記してください。 

※応募作品は推敲の上、誤字・脱字がないように注意してください。  

随筆 20 文字×20 行×3 枚 詩 20 文字×30 行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文芸よしみ編集委員 

 

市川 和江 

内海 静代 

小井川辰夫 

小井川敏子 

田中 秀作 

津田美代子 

外山 輝雄 

那須みち江 

原  利男 

藤浪由美子 

 

  



 

「文芸よしみ 第１０号記念」作品応募要項 

 

１.趣  旨 文芸活動を行っている町民の作品を冊子にすることにより、町内の文芸 

創作活動を推進し、豊かな人間性を培うとともに、地域文化の普及向 

上を図る。 

２.編集発行 吉見町文芸団体連絡協議会  発行予定：令和９年３月 

３.募集部門 ①短歌 ②俳句 ③川柳 ※短歌、俳句、川柳は各５作品以内 

④詩 １編まで(３０行以内)  

⑤随筆 １編まで(４００字詰原稿用紙３枚以内) 

４.募集期間 令和８年７月１日（水）から令和８年８月３１日（月）まで 

５.対  象 町内在住、在勤、町内各種団体に所属している方 

６.応募方法 所定の様式（吉見町民体育館・吉見町役場総務課・吉見町図書交流館・

吉見町介護予防施設悠友館の各窓口で配布、町ホームページからダウン

ロード）または原稿用紙に、部門・題・氏名・住所・行政区・電話番号

を明記のうえ、郵送・ＦＡＸ・持参のいずれかで応募。 

７.応 募 先 吉見町文芸団体連絡協議会事務局  

吉見町教育委員会生涯学習課生涯学習係（吉見町民体育館内） 

〒３５５－０１１９ 吉見町大字中新井４９３－１ 

℡０４９３－５４－８３１１  Fax０４９３－５４－５６５４ 

８.応募上の注意 ・応募作品は、創作で未発表のものに限ります。 

・応募作品は返却しませんので、必要な場合は写しをとってください。 

・作品の表現上、漢字にふりがなが必要な場合は、漢字の右側に明記 

してください。また漢字は楷書ではっきりと書いてください。 

・随筆で他の著作から引用する場合には、出典文献の（書名・著者名・ 

出版社名）を必ず明記してください。 

・応募作品は推敲の上、誤字・脱字がないように注意してください。 

９.そ の 他 ・掲載する作品は、文芸よしみ編集委員会で、文章表現などを作者の意

図を尊重し補筆することがあります。 


